
P099 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

児童による 活動を通した学習計画の立案が
学習動機づけに及ぼす影響（ ）

―児童の動機づけスタイルの相違に着目して―

○中村美祐希（横浜国立大学大学院） 川中紫音（横浜国立大学大学院）
佐久間賢志＃（朝日塾小学校） 吉井 毅＃（江戸川学園取手小学校）
高本真寛（横浜国立大学）
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問題と目的

フューチャーマッピング 以下， とは，「未

来のあるべき姿から今を考える」や「未来の目標

に向けたシナリオを作る」ことを目的とした，山

あり谷ありの「幸福度曲線」を描き，実際の行動

計画の立案を行う活動である。児童にこの活動を

実践することが，児童自身の学習行動の変容に影

響を及ぼすことも十分に考えられる。そこで，本

研究では児童の学習への動機づけスタイルの違い

によって 活動の実践効果が異なるか否かにつ

いて検討することを目的とする。

方 法

調査対象者

茨城県の 小学校および岡山県 小学校に在学

する小学生で， 活動と 回の調査に回答した

名 小学校 クラス 名 男性 名 女

性 名 不明 名 小学校 クラス 名

男性 名 女性 名 を分析対象とした。 活

動を実施したクラス数は， 小学校と 小学校で

それぞれ クラスと クラスであった。調査の実

施に先立ち，学校長の許諾を得た。

調査票の構成

児童の学習への動機づけを測定するために，

西村他 の「自律的学習動機づけ尺度」を

使用した 件法 。

児童のセルフ・コントロールを測定するた

めに，庄司 の「児童の 尺

度」を使用した 件法 。

結果と考察

まず，児童の学習への動機づけスタイルを分類

した。具体的には， 活動実施前における児童の

学習への動機づけ得点を下位尺度ごとに標準化し，

標準化得点を用いて 法によるクラスタ分析

を行った。分析の結果，特徴のある クラスタが

得られた。各クラスタの特徴とクラスタ名は以下

の通りである。第 クラスタ は自律的な

調整スタイル 内的調整，同一化的調整 の得点

が高く，統制的な調整スタイル 取り入れ的調整，

外的調整 の得点が低いことから「自律的動機づ

け高群」とした。第 クラスタ は，第

クラスタと同じく，自律的な調整スタイルが高い

傾向が見られたが，統制的な調整スタイル得点が

平均程度見られたため「自律的動機づけ低群」と

した。第 クラスタ は外的調整得点が高

いため「統制的動機づけ群」とし，第 クラスタ

は外的調整が高くその他の動機づけ得点

が最も低いため「外的動機づけ群」とした。

続いて，児童の動機づけスタイルによって 活

動の実践効果が異なるかを検討した。実践の有無

と動機づけスタイルを要因とし，学習動機づけお

よびセルフ・コントロールの変化量得点を従属変

数とした 要因分散分析を行った。ただし，未実

施群で外的動機づけ群に該当する児童が 名のみ

であったため，今回の分析ではこの動機づけ群を

除いた 群を対象とした。その結果，セルフ・コ

ントロールにおいて有意傾向の交互作用が見られ

た 。

最後に，児童が描いた に関する分析を実施

した。具体的には，児童が描いた の中に

具体的な学習計画 以下， とする ，

物語におけるポジティブ うれしい，楽しい

など な出来事や気持ち 以下，ポジティブな観

点とする ， 物語におけるネガティブ 悲し

い，悔しいなど な出来事や気持ち 以下，ネガ

ティブな観点とする ，といった 点が書かれて

いるかを数量化した。その後，動機づけスタイル

によって記述数が異なるかを検討した結果，

においては動機づけスタイルの相違

による記述数に統計的有意差は見られなかった。

一方，残りの つの観点では，統制的動機づけ群

が自律的動機づけ高群よりもポジティブな観点の

記述数が多く，外的動機づけ群が自律的動機づけ

低群よりもネガティブな観点の記述数が多かった

。

動機づけスタイルによる記述数の相違

付 記

本研究の実施に際し，アルマ・クリエイション

株式会社に協力いただいた。
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問題と目的 
本研究の目的は，児童を対象としたフューチャ

ーマッピング活動（山あり谷ありの「幸福度曲線」

を描き，実際の行動計画の立案を行う活動。以下，

活動とする）の実践効果について検討すること

であった。

方 法 
調査対象者 

県の 小学校及び 県の 小学校の小学生を

対象に，学校長の許可を得て 活動を実施し，

活動実施前後の 回実施した調査票へ回答した

名（ 小学校： 名，男性 名，女性 名，

不明 名； 小学校； 名，男性 名，女性

名）を分析対象とした。また，本研究は， 活動

を実施する群と実施しない群をランダムに割り当

て実施した。それぞれの小学校における 実施

の有無の人数構成は の通りである。

 
活動の実施の有無に係る人数構成

実施群 未実施群 計

小学校

小学校

計

 
使用尺度 

本研究では， 活動の実施直前および約 ヵ月

後に，自律的学習動機尺度（西村他 ）と児

童の 尺度（庄司 ）への回答

を求めた。なお，それぞれ回答は 件法で求めた。

結果と考察 
まず， 活動の実施群と未実施群との間で学習

動機づけやセルフ・コントロールの得点の変化に

相違が見られるかを検討するために，実践前後の

各指標における変化量得点を算出した（ ）。

得点化は，実践後の得点から実践前の得点を減じ

て行った。したがって，変化量得点が正の値は実

践によって得点が高くなったことを示し，負の値

は実践によって得点が低くなったことを示す。こ

の変化量得点を従属変数として， 活動の実施の

有無を条件とした対応のない 検定を行った。そ

の結果，両群の得点に統計的に有意な差は見られ

なかった（ ）。よって， 活

動によって児童の学習動機づけやセルフ・コント

ロールが高くなるといった実践的効果は認められ

なかった。

次に，活動の前後における変化量得点と活動の

振り返りに関する 項目（「見直し頻度」，「『タイ

トル』の達成度」，「『まずすること』の達成度」）

の相関係数を算出した。その結果，「『タイトル』

の達成度の評価」および「『まずすること』の達成

度の評価」は内的調整（ ）

取り入れ的調整（ ）セルフ・

コントロール（ ）との間に

有意な正の相関が見られた。

以上の結果から，すべての児童に対して 活

動が効果的な実践とは言えないが，児童が書いた

を達成できたと評価するほど，学習動機づけや

セルフ・コントロールが高くなる傾向にあること

が明らかにされた。したがって，児童が に書い

たことを達成できるよう，教師がどのような支援

をするかが重要であることが示唆された。

付 記

本研究の実施に際し，アルマクリエイション株 
式会社に協力いただいた。

 
活動の実施の有無における記述統計量

 未実施群 実施群

内的調整 
同一化的調整 
取り入れ的調整 
外的調整 
セルフ・コントロール 
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